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光起 電 力モ ジュール （1 0 ) は、光起 電 力パ ネル （1 2 ) と フ レーム とを備 える。 フ レーム は、短辺
フ レー ム部 （2 0 ) , ( 2 2 ) と長 辺 フ レー ム部 （2 4 ) , ( 2 6 ) で構 成 され る。短 辺 フ レーム部
( 2 0 ) について、上側 張 出部 （3 0 ) の 下面壁 と、外側 支持部 （3 2 ) の 内側壁 と、下側保持部 （3

4 ) の 上面壁 に よって、短辺 フ レーム部 （2 0 ) の長手方 向に沿 って延び る細 長 い周縁保持空 間が形成
され る。外側支持部 （3 2 ) の 内側壁か ら光起 電 力パ ネル （1 2 ) の 内側 に向か って所定の水抜 き用の
間隙 S を離 して下側保持部 （3 4 ) が配置 され る。周縁保持部 に溜 ま った水 は、水抜 き用の間隙 S の 開
口部か ら排 出 され る。



明 細 書

発明の名称 ：光起電力モジュール

技術分野

[0001 ] 本発明は、光起電力モジュールに関する。

背景技術

[0002] 光起電力パネルの周縁部に取 り付けられたフレームを有する光起電力モジ

ユールが知 られている。

[0003] 例 えば、特許文献 1 には、太陽電池モジュール本体 と、その周縁部が嵌め

込まれる嵌合部を有するフレームとを含む太陽電池モジュ一ルが述べ られて

いる。

[0004] 特許文献 2 には、 フ レーム に水抜 き孔を設けた光起電力モジュールが記載

されている。図 6 に示されるように、同文献の短辺フレーム部 3 2 0 S は、

上下方向に延びる短辺支持部 3 2 2 S と、短辺支持部 3 2 2 S の上方に設け

られた短辺保持部 3 2 1 S と、短辺支持部 3 2 2 S の下端に設けられた外向

フラ ンジ部 2 2 3 S とを有する。短辺保持部 3 2 1 S は、短辺支持部 3 2 2

S の側面か ら延びるように設けられた上側把持部 3 および下側把持部 3 3

2 を有 しており、下側把持部 3 3 2 に把持側水抜 き孔 3 3 2 B が複数個離散

的に設けられている。 また、短辺支持部 3 2 2 S の下方に支持側水抜 き孔 3

2 4 S を有する。

先行技術文献

特許文献

[0005] 特許文献 1 ：特開 2 0 1 0 _ 1 9 9 1 4 7 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 1 1 _ 6 1 0 6 8 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0006] 光起電力モジュールの実用化を進めるにあたって、さらなる排水性の向上

が求め られる。



課題 を解決するための手段

[0007] 本 発 明 に係 る光 起 電 力 モ ジ ュール は、 光 起 電 力パ ネル と、 光 起 電 力パ ネル

の周縁 部 を保 持 す る フ レー ム と、 を備 え、 フ レー ム は、 光 起 電 力パ ネル の 内

側 に向 か って光 起 電 力パ ネル の周縁 部 の上 面 に沿 って張 り出す上側 張 出部 と

、 上側 張 出部 の外側 にお いて下方側 に延 び る外側 支 持部 と、 光 起 電 力パ ネル

の周縁 部 の下面 を支 え る下側 保 持部 と、 外側 支 持部 の 内側 壁 と下側 保 持部 の

外側 端 との 間 に、 長手 方 向 に連続 す る間隙 を有 す る。

発明の効果

[0008] 上 記構 成 に よ り、 排 水性 の 向上 した光 起 電 力 モ ジ ュール を提 供 す る こ とが

で きる。

図面の簡単な説明

[0009] [ 図 1] 本 発 明 に係 る実施 の形 態 の光 起 電 力 モ ジ ュール の分解 構 造 を示 す 図 で あ

る。

[ 図 2 ] 図 1 の短 辺 フ レー ム部 の断面 図 で あ る。

[ 図 3 ] 本 発 明 に係 る実施 の形 態 にお いて、 別 の構 成 の短 辺 フ レ一 厶部 の断面 図

で あ る。

[ 図 4] 図 2 の構 造 にお いて、 水 が排 除 され る様 子 を説 明 す る図 で あ る。

[ 図 5] 図 3 の構 造 にお いて、 水 が排 除 され る様 子 を説 明 す る図 で あ る。

[ 図 6]従 来 の短 辺 フ レー ム部 の断面 図 で あ る。

発明を実施するための形態

[001 0] 以 下 に図面 を用 いて本 発 明 に係 る実施 の形 態 につ き、 詳 細 に説 明 す る。 以

下 で は、 平 面形 状 が矩形 の光 起 電 力 モ ジ ュール につ いて述 べ るが、 これ は単

な る例 示 で あ る。

[001 1] 以 下 で述 べ る形 状 、 寸法、 材 質等 は、 説 明 の ため の例 示 で あ って、 光 起 電

力 モ ジ ュール の仕 様 に応 じて、 適 宜 変 更 が可 能 で あ る。 例 え ば、 光 起 電 力パ

ネル の形 状 は、 矩形 の平 面形 状 以 外 の もの で よい。 一例 をあ げ る と、 円形 、

楕 円形 、 多角形 等 の平 面形 状 で あ って も よ く、 受光 面 が平 面 で な く、 カー プ



した曲面であ ってもよい。

[001 2 ] 以下では、全ての図面 において同様 の要素 には同一の符号 を付 し、重複 す

る説明を省略する。 また、本文中の説明においては、必要 に応 じそれ以前 に

述べた符号 を用いるもの とする。

[001 3] 図 1 は、光起電力モジュール 1 0 について、 これ を構成 する光起電力パ ネ

ル 1 2 と、光起電力パ ネル 1 2 の周縁部 を保持するフ レーム 1 4 に分解 した

ときの様子 を示す図である。

[0014] 光起電力パ ネル 1 2 は、複数 の光起電力素子 を平面的に配置 し、 その間を

電気的に接続 した光起電力素子の集合体である。光起電力素子は、結晶光起

電力素子、薄膜光起電力素子等様 々の形態のものを用いることがで きる。

[001 5] 光起電力パ ネル 1 2 は、平面的に複数 の光起電力素子 を配置 して、矩形平

面形状 の形状 と している。光起電力パ ネル 1 2 の周縁部 は、受光面ではな く

、 フ レーム 1 4 によって保持 され る枠部 1 3 である。

[001 6] フ レーム 1 4 は、光起電力パ ネル 1 2 の周縁部 に取 り付 け られ る部材であ

る。 フ レーム 1 4 は、矩形形状 の光起電力パ ネル 1 2 の 4 つの辺 に合わせて

、 2 つ の短辺 フ レー ム部 2 0 ， 2 2 と、 2 つ の長辺 フ レー ム部 2 4 ， 2 6 の

4 つの部材で構成 され る。 この短辺 フ レー ム部 2 0 ， 2 2 と長辺 フ レー ム部

2 4 ， 2 6 とを組み合わせて、額縁 のような矩形環状部材 と したものが フ レ

—厶 1 4 である。

[001 7] 短辺 フ レー ム部 2 0 と短辺 フ レー ム部 2 2 は、互 いに同 じ形状 であ り、長

辺 フ レーム部 2 4 と長辺 フ レーム部 2 6 は、互 いに同 じ形状 である。 2 つの

短辺 フ レー ム部 2 0 ， 2 2 と、 2 つの長辺 フ レー ム部 2 4 ， 2 6 とは、長手

方向の寸法が異 なるがほ とん どが同 じ形状 である。

[001 8] そ こで、以下では、特 に断 らない限 り、短辺 フ レーム部 2 0 に代表 させて

、 フ レーム 1 4 の構造 について説明を続 ける。

[001 9] 図 2 に示 され るように、短辺 フ レーム部 2 0 は、上側張 出部 3 0 と、外側

支持部 3 2 と、下側保持部 3 4 と、 内側支持部 3 6 と、 フランジ部 3 8 の各

要素で構成 され る複合形状 の枠体である。



[0020] 上側張出部 3 0 は、光起電力パネル 1 2 の内側に向かって光起電力パネル

2 の周縁部である枠部 1 3 の上面に沿 って張 り出す要素である。

[0021 ] 外側支持部 3 は、上側張出部 3 0 の外側において下方側に延びてフラン

ジ部 3 8 に接続する要素である。短辺フレーム部 2 0 では、外側支持部 3 2

は上側張出部 3 0 の最外側端か ら下方に延びているが、場合によっては、最

外側端でな く、適当に内側に入った位置か ら下方に延びるものとしてもよい

[0022] 下側保持部 3 4 は、光起電力パネル 1 2 の周縁部である枠部 1 3 の下面を

支えることで上側張出部 3 0 と外側支持部 3 2 と協働 して光起電力パネル 1

2 の周縁部である枠部 1 3 を保持する部材である。

[0023] 下側保持部 3 4 は、上下方向に延びる内側支持部 3 6 の上端側に接続され

ている。下側保持部 3 4 に加わる荷重は、内側支持部 3 6 によって受けられ

る。

[0024] 内側支持部 3 6 は、下側保持部 3 4 の内側か ら下方側に延びてフランジ部

3 8 に接続する要素である。図 2 の例では、内側支持部 3 6 は、下側保持部

3 4 の最内側端か ら下方に延びているが、場合によっては、最内側端でな く

、適当に内側に入った位置か ら下方に延びるものとしてもよい。

[0025] フランジ部 3 8 は、外側支持部 3 の下端側か ら、光起電力パネル 1 2 に

対 し、外側に張 り出すように設けられる。 フランジ部 3 8 を利用 して、光起

電力モジュール 1 0 を屋根面に取 り付けることができる。尚、長辺フレーム

部 2 4 ， 2 6 のフランジ部は、外側支持部 3 2 の下端側か ら光起電力パネル

2 に対 し外側に張 り出すように設けても良い し、図 1 に示されるように内

側に張 り出すように設けても良い。

[0026] 上側張出部 3 0 の下面壁 と、外側支持部 3 2 の内側壁 と、下側保持部 3 4

の上面壁によって、短辺フレ一厶部 2 0 の長手方向に沿 って延びる細長い空

間が形成される。 この空間は、光起電力パネル 1 2 の周縁部を保持する周縁

保持空間として用いられる。 この周縁保持空間に、光起電力パネル 1 2 の周

縁部である枠部 1 3 が挿入され、接着剤 1 8 ， 9 を用いて、枠部 1 3 と外



側支持部 3 2 との間、枠部 1 3 と下側保持部 3 4 との間が固定される。枠部

1 3 と上側張出部 3 0 との間も接着剤で固定 してもよい。

[0027] この揷入が行われたときに、枠部 1 3 と上側張出部 3 0 の下面壁の間の隙

間と、枠部 1 3 と外側支持部 3 2 の内側壁の間の隙間と、下側保持部 3 4 の

上面壁 との間の隙間に、充填材 1 6 が配置される。充填材 1 6 と しては、シ

リコン樹脂等の樹脂シール材を用いることができる。

[0028] 下側保持部 3 4 の外側端は、外側支持部 3 の内側壁か ら光起電力パネル

1 2 の内側 に向かって所定の間隔を離 して配置され、下側保持部 3 4 の外側

端 と外側支持部 3 2 の内側壁 との間には間隙 S が設けられる。 この間隙 S は

、短辺 フレーム部 2 0 の長手方向の全長に渡 って設けられる。 このように、

間隙 S を短辺 フレーム部 2 0 の長手方向の全長に渡 って設けることで、光起

電力モジュール 1 0 の排水性 を改善 し、信頼性 を向上させることができる。

この理由について、以下に述べる。

[0029] 前述のように、従来の排水用の水抜 き孔は、 フレームの下側把持部 に離散

的に設けられていた。 この理由は、下側把持部 3 3 2 が短辺支持部の側面に

直接取 り付けられていたためである。然 しなが ら、 このような構成では下側

把持部の上面 と光起電力パネル との間の空間に侵入 した水分が、なかなか抜

けない。特 に、下側把持部の上面 と光起電力パネル との間に設けられた接着

剤或いは充填材中に一端侵入 した水分は、なかなか外部 に抜 けずにその隙間

に長期間滞留する。そ して、滞留 した水分が徐々に蒸発 し、水蒸気が光起電

力パネル 1 2 中に侵入することによって、光起電力モジュール 1 0 の信頼性

が低下するおそれがある。

[0030] そこで、光起電力モジュール 1 0 では、下側保持部 3 4 の外側端 と外側支

持部 3 2 の内側壁 との間に間隙 S を、短辺 フレーム部 2 0 の長手方向の全長

に渡 って設けている。 このような構成 を有する光起電力モジュール 1 0 によ

れば、水抜 き孔を離散的に設けた従来の構造よりも水が抜 け易 く、信頼性が

改善 される。

[0031 ] 外側支持部 3 2 には、予め定めた高さ位置に水抜 き孔 4 0 を設けてもよい



。予め定めた高さ位置 と しては、水抜 き孔 4 0 の高さ位置が下側保持部 3 4

の上面壁の高さ位置 よ りも低 い位置 とされる。水抜 き孔 4 0 は、短辺 フ レ一

厶部 2 0 の長 さ方向に沿 って連続的な開口部でな く、適当な大 きさの開口窓

でよい。

[0032] すなわち、下側保持部 3 4 の外側端が水抜 き用の間隙 S で外側支持部 3 2

の内側壁か ら離間することで、周縁保持空間において充填材 1 6 が埋め きれ

ない部分 に溜 まる水は、下側保持部 3 4 の下側 に容易に排除され、周縁保持

空間に滞留することがない。 そ して、排除された水は、充填材 1 6 や光起電

力パネル 1 2 の特性 をもはや劣化 させる恐れはないので、水抜 き孔 4 0 か ら

ただちに排除されな くてもよ く、例 えば水蒸気の形態で時間をかけて光起電

力モジュール 1 0 の外側 に排除されるものでもよい。 そこで、水抜 き孔 4 0

は適当な大 きさで 1 つ設 け られるもの と してもよい。複数個設 ける場合でも

、適当な離間間隔 と してよい。

[0033] フランジ部 3 8 は、建物の屋根 に沿 って配置 され得 る要素である。図 2 に

示 されるフランジ部 3 8 は、外側 に立上壁 を有する平坦な板部 と して示 され

、立上 壁 に水抜 き孔 4 2 が設 け られる。 フ ラ ンジ部 3 8 が有する平坦な板部

に代 えて、建物の屋根の形状 に合わせて、適当な凹凸形状 を有するもの と し

てもよい。但 し、屋根の形状の相違 にかかわ らず、短辺 フ レー ム部 2 0 ， 2

2 と長辺 フ レーム部 2 4 ， 2 6 の形状の標準化 を図ることを考慮すると、短

辺 フ レー ム部 2 0 ， 2 2 の フ ラ ンジ部 3 8 と長 辺 フ レー ム部 2 4 ， 2 6 の フ

ランジ部 3 9 を共 に平坦な板部 を有するもの とすることが好 ま しい。

[0034] なお、短辺 フ レー ム部 2 2 は、短辺 フ レー ム部 2 0 と全 く同 じ構成で、下

側保持部 3 4 の外側端 は、外側支持部 3 2 の内側壁か ら光起電力パネル 1 2

の内側 に向か って所定の水抜 き用の間隙 S を離 して配置 される。 また、必要

に応 じて外側支持部 3 に水抜 き孔 4 0 、 フランジ部 3 9 の外側の立上壁 に

水抜 き孔 4 2 が設 け られる。

[0035] 図 3 に示 されるように、周縁保持空間に溜 まった水 7 0 は、間隙 S か ら下

方 に排 出され、水抜 き孔 4 0 ， 4 2 を通 って、短辺 フ レーム部 2 0 の外部 に



運びだされる。

[0036] 長辺 フ レー ム部 2 4 ， 2 6 は同 じ構成であるが、短辺 フ レー ム部 2 0 と同

様 に、上側張出部 3 1 と、外側支持部 3 3 と、下側保持部 3 5 と、 内側支持

部 3 7 と、 フランジ部 3 9 の各要素で構成 される。 そ して、下側保持部 3 5

の外側端 は、外側支持部 3 3 の内側壁か ら光起電力パネル 1 2 の内側 に向か

つて所定の水抜 き用の間隙 S を離 して配置 される。 また、図 1 では隠れて図

示 されていないが、外側支持部 3 3 に水抜 き孔が設 け られ、 フランジ部 3 9

の外側の立上壁 に水抜 き孔 4 4 ， 4 6 が設 け られていてもよい。長辺 フ レー

厶部 2 4 ， 2 6 に 2 つの水抜 き孔 4 4 ， 4 6 が設 け られるのは、長辺 フ レー

厶部 2 4 ， 2 6 の長手方向の長 さが、短辺 フ レーム部 2 0 ， 2 2 の長手方向

の長 さよ りも長いか らである。

[0037] なお、水抜 き用の間隙 S は、短辺 フ レー ム部 2 0 ， 2 2 、長辺 フ レー ム部

2 4 , 2 6 の全てのフ レーム部 に設 ける必要はな く、 1以上のフ レーム部 に

設 けるとよい。

[0038] 上記の構造では、下側保持部 3 4 の下面壁 と、外側支持部 3 2 の内側壁 と

、 内側支持部 3 6 の外側壁 と、 フランジ部 3 8 の上面壁 とで、広い下側空間

が形成 される。 この空間において、外側支持部 3 2 と内側支持部 3 6 の間に

仕切板 を設 けて、広い下側空間を区切 り、短辺 フ レーム部 2 0 の強度 を高め

ることがで きる。

[0039] 図 4 に示 される短辺 フ レーム部 2 1 は、外側支持部 3 2 と内側支持部 3 6

の間に仕切板 5 0 を設 ける例 を示す図である。図 5 にはさ らにコーナプロッ

ク 6 0 が示 されている。 このコーナプロック 6 0 は、短辺 フ レーム部 2 0 が

長辺 フ レーム部 2 4 ， 6 と組み合わされる両端部の強度 を高めるための部

材である。

[0040] コーナプロック 6 0 は、外側支持部 3 2 と内側支持部 3 6 の間に設 け られ

る棚板 5 2 の上 に乗せ られて配置 される。 コーナプロック 6 0 は、短辺 フ レ

—厶部 2 0 の長手方向の全長 に沿 って配置 される必要はな く、短辺 フ レーム

部 2 0 の長手方向の両端部 にそれぞれ配置 される。 また、短辺 フ レーム部 2



0 の長手方向の両端部 を組み合わ され る長辺 フ レ一厶部 2 4 ， 6 にも同様

の棚板 を設 けて、 コーナ プロック 6 0 を、短辺 フ レーム部 2 0 と長辺 フ レー

厶部 2 4 ， 2 6 との間にまたが って配置するもの とすることが好 ま しい。

[0041 ] 図 5 に示 され るように、周縁保持空間に溜 まった水 7 1 は、水抜 き用の間

隙 S の開 口部 か ら下方 に排 出され、水抜 き孔 4 8 ， 4 2 を通 って、短辺 フ レ

—厶部 2 の外部 に運び出され る。

産業上の利用可能性

[0042] 本発明に係 る光起電力モジュール は、 フ レームを用いて室外 に配置 され る

光起電力パ ネル に利用で きる。

符号の説明

[0043] 0 光起電力 モ ジ ュー ル 、 1 2 光起電力パ ネル 、 1 3 枠部、 1 4

フ レー ム、 1 6 充填材、 1 8 ， 1 9 接着剤、 2 0 ， 2 1 ， 短辺 フ

レ一 厶部、 2 4 ， 2 6 長辺 フ レー ム部、 3 0 ， 3 1 上側張 出部、 3 2 ，

3 3 外側支持部、 3 4 ， 3 5 下側保持部、 3 6 ， 3 7 内側支持部、 3

8 ， 3 9 フ ラ ンジ部、 4 0 ， 4 2 ， 4 4 ， 4 6 ， 4 8 水抜 き孔、 5 0

仕切板、 5 2 棚板、 6 0 コーナ プロック、 7 0 ， 7 1 水。



請求の範囲

[ 請求項 1] 光起電力パネル と、

前記光起電力パネルの周縁部 を保持するフ レー ム と、

を備 え、

目お己フ レー ム は、

前記光起電力パネルの内側 に向か って前記光起電力パネルの前記周

縁部の上面 に沿 って張 り出す上側張出部 と、

前記上側張出部の外側 において下方側 に延びる外側支持部 と、

前記光起電力パネルの前記周縁部の下面 を支える下側保持部 と、

前記外側支持部の内側壁 と前記下側保持部の外側端 との間に、長手

方向に連続する間隙を有する光起電力モ ジュール 。

[ 請求項 2 ] 請求項 1 に記載の光起電力モジュール において、

前記下側保持部の内側か ら下方側 に延びる内側支持部 を有する。

[ 請求項 3 ] 請求項 1 または 2 に記載の光起電力モジュール において、

前記外側支持部 は、前記下側保持部の上面壁の高さ位置 よ りも低 い

位置 に、水抜 き孔 を有する。

[ 請求項 4 ] 請求項 3 に記載の光起電力モジユール において、

前記外側支持部の下方側 に接続 されたフランジ部 を有 し、

前記 フ ラ ンジ部 は、外側 に立上壁 を有する平坦な板部 を含み、

前記立上壁 に水抜 き孔が設 け られる。

[ 請求項 5 ] 請求項 1 か ら4 のいずれか 1 項 に記載の光起電力モジュール におい

前記上側張出部 と前記外側支持部で形成 される周縁保持空間 と、前

記光起電力パネルの前記周縁部 との間に配置 された充填材 を備 える。









INTERNATIONAL SEARCH REPORT International application No.

I PCT / JP2 0 1 1 / 0 8 0 5 1 9
A . CLASSIFICATION OF SUBJECT MATTER
H01 L31 / 0 4 2 ( 2 6 1 ) i

According to International Patent Classification (IPC) or to both national classification and IPC

B . FIELDS SEARCHED
Minimum documentation searched (classification system followed by classification symbols)
H 0 1 L 3 1 / 0 4 2

Documentation searched other than minimum documentation to the extent that such documents are included in the fields searched
Jitsuyo Shinan Koho 1922-1 996 Jitsuyo Shinan Toroku Koho 1996-2012
Kokai Jitsuyo Shinan Koho 1 971-2012 Toroku Jitsuyo Shinan Koho 1994-2012

Electronic data base consulted during the international search (name of data base and, where practicable, search terms used)

C . DOCUMENTS CONSIDERED TO BE RELEVANT

Category* Citation of document, with indication, where appropriate, of the relevant passages Relevant to claim No.

M i cro f l m o f the speci f cati o n and drawi ngs 5
annexed t o the reque s t o f Japane s e Uti l i t y
Model Appl i cati o n N o . 1 8 2 2 8 0 / 1 9 8 6 ( Laid-open
N o . 0 8 7 8 5 4 / 1 9 8 8 )
( Kyocera Co r p . ) ,
0 8 June 1 9 8 8 ( 0 8 . 0 6 . 1 9 8 8 ) ,
fig . ( a )
( a mi l y ： none )

J P 2 0 1 1 - 1 5 5 1 7 7 A ( Sanyo Ele c t r i c Ltd . )
1 1 Augu s t 2 0 1 1 ( 1 1 . 0 8 . 2 0 1 1 ) ,
paragraph s [ 0 0 5 8 ] t o [ 0 0 5 9 ] ； fig .
& 〇 2 0 1 1 / 0 9 3 1 7 1 l

Further documents are listed in the continuation of Box C . See patent family annex.

* Special categories of cited documents: " later document published after the international filing date or priority
"A document defining the general state of the art which i s not considered date and not in conflict with the application but cited to understand

to be of particular relevance the principle or theory underlying tiie invention

"E earlier application or patent but published on or after the international "X" document of particular relevance; the claimed invention cannot be
filing date considered novel or cannot be considered to involve an inventive

L document which may throw doubts on priority claim(s) or which i s step when the document i s taken alone
cited to establish the publication date of another citation or other "Y" document of particular relevance; the claimed invention cannot be
special reason (as specified) considered t o involve an inventive step when the document i s

"O" document referring to an oral disclosure, use, exhibnion or other means combined with one or more other such documents, such combination

"P" to the international filing date but later than being obvious to a person skilled in the art
"&" document member of the same patent family

Date of the actual completion of the international search Date of mailing of the international search report
1 8 January , 2 0 1 2 ( 1 8 . 0 1 . 1 2 ) 3 1 January , 2 0 1 2 ( 3 1 . 0 1 . 1 2 )

Name and mailing address of the ISA/ Authorized officer
Japane s e Patent O f f i c e

Facsimile No. Telephone No.
Form PCT/ISA/210 (second sheet) (July 2009)



国際調査報告 国際出願番号 P C J P 2 0 0 8 0 5 1 9

発明の属す る分野の分類 （国際特許分類 （I P C ) )

Int.Cl. H01L31/042 (2006. 01) i

B . — 調査 を行った分野
調査を行った最小限資料 （国際特許分類 （I P C ) )

Int.Cl. H01L31/042

最小限資料以外の資料で調査 を行った分野に含まれ るもの

日本国実用新案公報 9 2 2 - 1 9
日本国公開実用新案公報 9 7 1 - 2 0
日本国実用新案登録公報 9 9 6 - 2 0
日本国登録実用新案公報 9 9 4 - 2 0

国際調査で使用 した電子デ -ス （デぃ -ス の 9名111 称、調査に使用 した用語 )
6222
年年年年

C . 関連す ると認め られ る文献
引用文献の 関連す る
カテゴリー * 引用文献名 及び一部の箇所が関連す るときは、そ の 関連す る箇所の表示 請求項の番号

X 日本 国実用新案登録 出願 61-182280 号 （日本 国実用新案登録 出願公 開 1 〜 5

63-087854 号）の願書 に添付 した明細書及び図面の内容 を撮影 したマ
イ ク口フ ィル ム （京セ ラ株式会社） 1988· 06· 08，第 4 図 （a )

( フ ア ミ リーな し）

X JP 2011-155177 A ( 三 洋 電機株式会社 ) 2011. 08. 11, 1 〜 5

段落 【0 0 5 8 】 〜 【0 0 5 9 】，【図 2 5 】

& W0 2011/093171 A1

Γ c 欄の続きにも文献が列挙 されているc パ テ ン トフ ァ ミ リー に関す る別紙 を参照。

* 引用文献 の 日の後に公表 された文献
ΓΑ 」特に関連のある文献ではなく、一般的技術水準を示す Γτ 」国際出願 日又は優先 日後に公表 された文献であって

もの 出願 と矛盾す るものではなく、発明の原理又は理論
ΓΕ 」国際出願 日前の出願 または特許であるが、国際出願 日 の理解のために引用す るもの

以後に公表 された もの x 特に関連のある文献であって、当該文献のみで発明
「L 」優先権主張に疑義を提起す る文献又は他の文献の発行 の新規性又は進歩性がない と考えられ るもの

日若 しくは他 の特別 な理 由を確立す るために引用す 「Y 」特に関連のある文献であって、当該文献 と他の 1 以
る文献 （理 由を付す） 上の文献 との、当業者 にとって 自明である組合せ に

Γθ 」 口頭による開示、使用、展示等に言及す る文献 よって進歩性がない と考え
ΓΡ 」国際出願 日前で、かつ優先権の主張の基礎 となる出願 Γ& 」同一パ テ ン トフ アミリー文献

国際調査を完了 した 日 国際調査報告の発送 日
8 . 0 2 0 1 2 3 1 . 0 1 . 2 0 1 2

国際調査機 関の名称及びあて先 特許庁審査官 （権限のある職員） 2 K 3 3 1 3

日本 国特許庁 （I S A J Ρ ) 和 田 将彦
郵便番号 1 0 0 — 8 9 1 5

東京都千代 田区霞が関三丁 目4 番 3 号 0 3 - 3 5 8 1 - 1 1 0 内線 3 2 5 5

様式 P C T l S A 2 1 0 (第 2 ページ） （2 0 0 9 年 7 月）


	abstract
	description
	claims
	drawings
	wo-search-report
	wo-search-report

